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開催会場 国立精神・神経医療研究センターコスモホール

開催期日 平成 22 年 7月 29 日（木）～平成 22 年 7月 31 日（土）

講師（演者）の氏名、
所属機関名及び職名

埜中征哉（国立精神・神経医療研究センター名誉院長）

後藤雄一（同センター神経研究所部長）稲垣真澄（同センター精神保健研究所部長）

高橋章夫（同センター病院医長）須貝研司（同センター病院医長）

中川栄二（同センター病院医長）斎藤義朗（同センター病院医長）

小牧宏文（同センター病院医長）佐久間　啓（同センター病院医師）

佐々木征行（同センター病院部長）　

参加者の職種、
および参加員数等

小児科医師 40 名

得られた成果

若手の小児科医師に、小児神経学に関する多くの情報を伝えた。基本的な診断・治療

に関する知識を中心に講習形式で行った。参加者がそれぞれの地域・一般病院・大学

病院などでの実地臨床の中で、小児神経学の実践に役立てることができると期待でき

る。参加者から、今後さらに専門性を身につけるために当センターにおいてレジデン

ト等での研修を希望したいという意見が多く寄せられた。

◇ 第 16 回国立精神・神経医療研究センター小児神経セミナー

開催会場
国立精神・神経医療研究センター神経研究所　疾病研究第一部および

同センター病院DNA診断・治療室

開催期日
（第 42 回）平成 22 年 7月 26 日（月）～平成 22 年 7月 30 日（金）

（第 43 回）平成 22 年 8月 23 日（月）～平成 22 年 8月 27 日（金）

講師（演者）の氏名、
所属機関名及び職名

西野一三（国立精神・医療研究センター神経研究所　疾病研究第一部長）

埜中征哉（同センター病院　名誉院長）

後藤雄一（同センター神経研究所　疾病研究第二部長）

大矢　寧（同センター病院　神経内科医長）

参加者の職種、
および参加員数等

全国の若手神経内科医および小児神経科医。　42 回 11 名、43 回 12 名、総勢 23 名

得られた成果

筋生検の方法、筋生検検体の固定・保存・運搬方法、切片作製・染色方法を学んだ後、

実際に固定・切片作製・染色の実習を行い、各自で、筋生検検体の処理が行えるよう

になった。また、実際に筋病理標本が各自に割り当て、所見を付ける実習を行って、

病理標本の読み方の基本を習得した。さらに、筋ジストロフィー・先天性ミオパチー

等の筋疾患についての講義を受け、筋疾患についての基本的な知識を習得した。終始

活気に溢れ、参加者からは、とても役に立ったとのコメントを多く頂いた。

◇ 第 42・43 回　国立精神・神経医療研究センター　夏の筋病理セミナー

平成 22 年度　研究集会等助成金採択者セミナー報告
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開催会場 国立精神・神経医療研究センター神経内科短期臨床研修セミナー

開催期日 平成 22 年 7月 13 日（火）～平成 22 年 7月 14 日（水）

講師（演者）の氏名、
所属機関名及び職名

金澤一郎　学術会議　会長：不随意運動のみかた

糸山泰人　国立精神・神経医療研究センター病院長：脱髄性疾患MS,NMOを中心に

武田伸一　同センター病院部長：筋ジストロフィー研究の最前線

村田美穂　同センター病院部長：パーキンソン病と関連疾患

大矢　寧　同センター病院医長：筋疾患

小川雅文　同センター病院医長：神経放射線検査

塚本　忠　同センター病院医長：認知症最新の話題

坂本　崇　同センター病院医長：ボツリヌス治療

岡本智子　同センター病院医長：電気生理検査

山本敏之　同センター病院医師：嚥下障害及び嚥下造影検査

森まどか　同センター病院医師：神経・筋疾患の非侵襲的人工呼吸療法

中村治雅　同センター病院医師：治験及び臨床研究について

参加者の職種、
および参加員数等

神経内科医師、レジデント、初期研修医及び後期研修医 13 名、総勢 30 名

得られた成果

全国から神経内科に興味を持つ初期研修医、後期研修医が参集した。神経疾患の病歴

診察等の総論及び各疾患のポイント、臨床研究、基礎研究の初歩などを座学形式で示

すとともに、ベッドサイドでの診察・検査実習も行うことで、若手医師の神経内科学

に対する理解を深めることができた。また、参加者の中から当センター神経内科での

レジデント研修を希望したいという声が多く寄せられた。

◇ 国立精神・神経医療研究センター神経内科短期臨床研修セミナー

講 義 風 景

夏の筋病理セミナー 小児神経セミナー


